
研究名称
在宅患者における入院時薬剤管理サマリー送付に繋がる患者要因の調査および
入院時薬剤管理サマリー送付と退院時薬剤管理サマリー返信との関連に関する後ろ向き観察研究

研究責任者 なの花薬局さちが丘店   薬局長　服部裕吾

研究期間 研究機関の長による許可日 ～ 2026年12月31日

本研究の目的
保険薬局から医療機関への入院時薬剤情報提供の現状および課題を把握し、
医療機関と保険薬局間における薬剤情報共有の質向上および連携強化に
資する知見を得ることを目的とします。

調査対象施設 なの花薬局さちが丘店

調査データ
該当期間

2021年2月1日～2026年1月31日までの情報を調査対象とする。

研究の方法
（使用する試料等）

●対象となる方
当薬局において、2021年2月1日～2026年1月31日までの期間中に、入院イベントが発生した在宅患者
および入院時薬剤管理サマリーを送付した全患者

●利用する情報
　・年齢、性別
　・患者区分（外来：非かかりつけ、外来：かかりつけ、個人在宅、施設在宅）
　・入院の形態（予定入院、緊急入院）
　・退院時薬剤管理サマリーの返信有無
　・服薬情報等提供料１，２，３の算定有無
　・入院時薬剤管理サマリーの記載内容（副作用歴、アレルギー歴、服薬状況、調剤方法など）
　・退院時薬剤管理サマリーの記載内容（副作用歴、アレルギー歴、服薬状況、調剤方法など）
　・入院先医療機関名
　・入院先医療機関の特徴
　　　　区内・区外
　　　　薬剤部との交流の有無（薬剤部訪問による運用検討、薬薬連携研修会参加）
　・入院日、入院時薬剤管理サマリー送付日
　・入院後の経過（退院、入院中の死亡、転院/転居）
　・処方薬剤、疾患名
　・家族、介護状況

試料/情報の
他の研究機関への提供

および提供方法

・多施設共同研究であり、他の研究機関・研究責任者へ提供
・提供方法：共同研究者が所属する北里大学で使用しているBOXアプリケーション（Box, Inc.）を使用す
る。

個人情報の取り扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削除致します。また、研究成
果は学会等で発表を予定していますが、その際も個人を特定できる情報は利用しません。

本研究の資金源
（利益相反）

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

お問い合わせ先
電話：045-369-1667
担当者：なの花薬局さちが丘店　服部裕吾

備考

当薬局をご利用いただく患者の皆様へ

　当薬局では下記の臨床研究を実施しております。
　本研究の対象者に該当する可能性のある方で薬歴情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合
は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


